
藤巻の「いま」 

１）植生 
藤巻町の森では、アベマキを中心とした東部丘陵地の落葉広葉樹 
による里山型樹林地を形成しています。戦後70年が経過し、アベマキ 
の高木化による倒木の危険性や、常緑化の進行が見られ、竹林や 
クズの繁茂・拡大が問題となっています。 
一方、戦後から移り住んだ方々のお宅には立派な庭木が地域特有の 
景観を有するとともに、スギ林などの植林地やサクラ・イロハモミジ 
季節折々の景観を形成しています。 



藤巻町の住民によって、平成25年につくられた「藤巻町まちづくり構想」は、住環境の維持・更新や緑地保全管理計画の基本方針と 
なります。藤巻町では、「安心・安全な住環境の維持・更新」、「自然とのふれあい・子どもたちへの教育」、「生き物の保全・育成」の３つの要素を大
切に育んでいきます。これら3要素が一体的にある姿を新しい里山型公園・住宅地としての藤巻町の将来像とします。 

藤巻の将来像 


